
Scope3 上流（サプライヤー）

Scope3 下流（製品使用）

Scope1・2 デンソー自社工場

バリューチェーン全体でのカーボンニュートラル実現に向けて
世界で脱炭素に向けた動きが加速しています。デンソーは、創業時から優れた燃費性能のモビリティ製品開発や、省エネ技術による環
境にやさしいモノづくりなどを通じ、環境問題に果敢に挑み続けてきました。2021年度には「2035年度にモノづくりにおける完全な
カーボンニュートラルの達成」「社会全体のカーボンニュートラルに貢献する」と宣言、バリューチェーン全体のカーボンニュートラル実
現に向け取り組みを加速しています。目標の詳細は、「環境価値の最大化に向けた取り組み（TCFD）  P. 64–67 」をご参照ください。

デンソーとサプライヤーとの協働を深化
サプライヤーと共にカーボンニュートラル実現を目指すため、デンソー
は、サプライヤー全体のCO2排出量を見える化した上で、具体的なCO2

排出量削減目標を主要サプライヤー360社と共有し、様々な切り口で 
取り組みを進めています。例えば、省エネの進め方、事例の紹介、技術
支援、再生可能エネルギー調達、低CO2材への変更など、サプライヤー
と積極的に対話しながらそれぞれの課題に適した支援を行っています。

* �WB2°C：�“Well Below 2°C”の略。気温上昇を2°Cより十分低く抑える目標であり、 
1.5°C基準におけるScope3の目標

CO2排出量削減目標：2030年度 25％削減（2020年度比）、2050年度カーボンニュートラル

事業ポートフォリオ変革の加速
事業戦略において、CO2排出量、収益性、成長性の3つの判断軸で、各
製品群のポジショニングや方向性を戦略審議会で議論し、事業ポート
フォリオ変革を加速しています。この仕組みを通じ、①内燃系事業の縮
小・撤退の推進、②BEVなどの電動化領域へのリソーセスシフト、およ
び③エネルギー活用事業といった新事業への転換を加速させています。
これらの活動の結果、インバータや熱マネジメントシステムなどの電動
化領域の売上収益は、市場成長を上回る拡大を実現しており、2025年
度は1.2兆円と、2021年度比約倍増を目指します。

製品ごとのCO2排出量と収益の関係性

CO2排出量削減目標：2030年度 25%削減（2020年度比）

2035年度

CO2排出量理念（環境）への貢献

収
益
に
貢
献

円の大きさ：売上収益
● 新規（新事業）
● 成長（CASE）
● 成熟（内燃系）
■ �カーボンプライス考慮時に赤字になる領域
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弛まぬ努力と革新技術による新しいモノづくり
従来の強みである省エネ活動を徹底的にやり切り、クレジットを含む再
エネの確保・活用に加え、デンソーのモノづくりの知見を結集させた革
新的な創エネ技術の開発を進めています。創エネに必要な先端技術を
日本のモデル工場で実証することで、技術を磨き上げ、各地域のエネル
ギー事情に合わせた最適な創エネ活動に落とし込みます。また、投資判
断の指標となる事業性評価にインターナル・カーボンプライシング（ICP）
を導入することで、CO2排出量を仮想的に損益換算して事業性評価に反
映し、省エネや再エネ設備投資を加速させています。

CO2排出量削減目標：2035年度モノづくりにおける完全なカーボンニュートラル

Scope1・2カーボンニュートラルに向けたロードマップ

Scope3カーボンニュートラルに向けたロードマップ
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省エネ

再エネ発電（自社）

2020年基準
1,064万t

2023年度実績
1,030万t
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安心戦略のアプローチ
「交通事故死亡者ゼロ」を目指し、安全製品をさらに進化させる先端技術の開発と、価格面でも魅力のある安全製品を提供する安全
製品普及の2方向で取り組んでいます。​
　長年の安全製品量産経験で培った、誤動作を起こさせない製品評価・つくり込みの力と、先進技術であるデータドリブン開発を 
融合することで、ユーザーが安心して使用できる安全性能を世界中に提供します。

環境戦略 安心戦略

“ヒト”と協調したアプローチで、さらなる安心付加価値を提供
デンソーは、ADAS（先進運転支援システム）領域の製品・技術だけでなく、ドライバーや乗員のモニタリング技術といったHMI（Human 
Machine Interface）製品・技術も提供しています。このADAS領域とHMI領域の制御を連携させることで、クルマの周辺環境を理解
するだけでなく、クルマの中の“ヒト”（ドライバー・乗員）までも理解した、人協調型のADASシステムの提供が可能です。これは、ADAS
とHMIの両方を熟知したデンソーだからこそ実現できる高度なシステムです。​
　HMIシステムで検知・蓄積した乗員データのAI学習を通じ、運転の熟練度や、眠気などのドライバーの状態を理解します。さらに、
ADASシステムが捉えた周辺環境データのAI学習から得た情報と連携することで、ドライバー自身が気づいていないリスクまで推定
し、危険に近づかせないような制動や、人が煩わしく感じない運転支援といった、業界初の“ドライバーにフィットした行動変容”を促
すシステムにより、事故ゼロを実現していきます。

経験から「リスク」を“推定”​

眠気・熟練度

ヒト理解​

（気づいていないリスク）​

シーン理解​

（飛び出してくるリスク）​

システム動作 リスクに備えた行動変容​
制動に余裕を生み出す
アクセルOFFを提案

ドライバーがすでに​
構えている時は、提案しない​

危険に近づかせない​ 煩わしくない​

経験

ADAS HMI

AI学習​

目指す姿​
価値向上を実現するセンシング技術
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カバー率​
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成長戦略成長戦略




